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講演者：

Peter Grolimund
テラデータ
プリンシパル・インダストリー・コンサルタント

ライフサイエンス業界で15年以上の経験を積み、業界に関する豊富な知識を

ベースにコンサルティングに従事しています。企業がデータを活用して、知見

を獲得し、ビジネス価値を実現する方法に関する深い知見があります。

情報アーキテクチャ、データ標準、および論理データウェアハウジングをよく

理解しており、洞察を得てビジネスでの運用化を実現することを専門とします。

スイス政府で働いた経験があり、企業や社会の利益追求と共に、市民や患者、

消費者への価値提供にも焦点を当てています。
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研究/開発初期

© 2020 Teradata
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ウェビナーの概要

©2020 Teradata

研究開発 製造 流通
販売/

マーケティング
財務/人事情報

ウェビナー1
ヘルスケアから見た全体像とライフサイエンス業界

ウェビナー2
研究結果（ELN、ラボ）

開発と規制

ウェビナー3
データ共有、データプライバシー、外部とのコラボレーション、GxP、診断、デバイス、IoT

ウェビナー4（オプション）
製造

サプライチェーン
価格設定
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開発研究・開発初期

ウェビナー2

©2020 Teradata

研究開発 製造 流通
販売/

マーケティング
財務/人事情報

ターゲットの
発見

ターゲットの
検証

リード化合物同
定

リード化合物最
適化

非臨床試験 第I相
（フェーズI）

第II相
（フェーズII）

第III相
（フェーズIII）

コネクテッドラボ

RWD

安全性

臨床
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研究開発：時間とコストを消費

©2020 Teradata
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リ
ー

ド
化

合
物

最
適

化

フェーズI

フェーズII

フェーズIII

コスト削減

時間短縮

アウトプットの向上/
イノベーション
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保護期間「延長」のビジネス価値は
開発期間「短縮」にある

• 収益の損失（パテントクリフ）は80億米ドル

• 収益が1日約2,000万米ドル減少

• 特許の保護期間が1日増えると1日あたり

2,000万米ドルの収益が持続

• 営業利益率が20%の場合は1日あたり

400万米ドルの利益

©2020 Teradata

• 約80%の収益減
• 約80億米ドル/年

https://www.franklintempleton.ch/en-ch/investor/article?contentPath=html/ftthinks/common/equity-markets/health-care-sector-innovation-how-biopharma-scientists-save-lives-globally.html
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ソース ユーザーアナリティクス手法データ

リ
フ

ァ
レ

ン
ス

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ

インターフェース

データ管理と
ガバナンス

導入

メタデータ

セキュリティと
コンプライアンス

データの動き

データ管理と
ガバナンス

導入

未
検

証

検
証

済
み

ランディング

標準化

共通のキー

抽出した値

共通サマリー

構造の最適化

共有ビュー

取得 統合 アクセス

ラボ サンドボックス

一時的

音声と動画

テキスト

ERP

マシンのログ

サプライチェーン

ソーシャルメディア

CRM

画像

データサイエンティスト

自律型アプリケー
ション

データ/
ビジネスアナリスト

エグゼクティブ

統計学者/
保険計理人

顧客

パートナー

運用システム

エンジニア

革
新

的

実
用

的

処方的分析

予測的分析

診断的分析

記述的分析

クラウド/ハイブリッド/オンプレミス

使用取り込み 準備

運用 技術 ビジネス

セキュリティ 規制 品質

ツール

言語

サービス

©2020 Teradata
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研究

コネクテッドラボ

©2020 Teradata
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以前撮影したすべての画像（細胞片の顕微鏡画像など）に対して最新の高度な画像
分析アルゴリズムを再実行できます。

異なる実験の結果を組み合わせて
異なる分子の«プロファイル»の
概要を取得するにはどうすればよ
いですか？

©2020 Teradata
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現状…

©2020 Teradata

NNCD

データの取得

データの管理実験の実施 データの抽出 各ラボの結果を
視覚化して検証

分子の統合ビュー
なし

NanoDSF

AC-SINS

UPLC
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ユースケース：
異なる実験結果の連携

©2020 Teradata

データの取得 データの統合 データへの
アクセス

データの管理実験の実施 データの抽出 各ラボの結果を
視覚化して検証

コネクテッドラボの
結果を評価

NanoDSF

AC-SINS

UPLC

NanoDSF

UPLC

AC-SINS

✓
NNCD

NNCD

ELNとLIMSを超越
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ソース ユーザーアナリティクス手法データ

リ
フ

ァ
レ

ン
ス
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ー

キ
テ

ク
チ

ャ

インターフェース

データ管理と
ガバナンス

導入

メタデータ

セキュリティと
コンプライアンス

データの動き

データ管理と
ガバナンス

導入

未
検

証

検
証

済
み

ランディング

標準化

共通のキー

抽出した値

共通サマリー

構造の最適化

共有ビュー

取得 統合 アクセス

ラボ サンドボックス

一時的

音声と動画

テキスト

ERP

マシンのログ

サプライチェーン

ソーシャルメディア

CRM

画像

革
新

的

実
用

的

処方的分析

予測的分析

診断的分析

記述的分析

クラウド/ハイブリッド/オンプレミス

使用取り込み 準備

運用 技術 ビジネス

セキュリティ 規制 品質

ツール

言語

サービス
ELNとLIMSを超越

データサイエンティスト

自律型アプリケー
ション

データ/
ビジネスアナリスト

エグゼクティブ

統計学者/
保険計理人

顧客

パートナー

運用システム

エンジニア

©2020 Teradata
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プロセスの加速と… 必要に応じた«反復»

©2020 Teradata

1：AWSのフォルダに
画像をアップロード 2：モデルの

自動適用

3：Eメールで
結果を受信

4：結果概要
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• 効率を向上することでプロセス全体を短縮

• 結果の信頼性が向上

• 結果の再実行と評価を自動化（過去の候補を再評価してアウトプットを増加）

• データ問題のリスクを低減（コスト削減）

• 新たな研究者のオンボーディングを加速（コスト削減とプロセス短縮）

• ナレッジを共有（コスト削減とプロセス短縮）

• ラボの機材の使用と効率（コスト削減）

• ……

ビジネスバリュー

©2020 Teradata
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いまこそ
「答え」に投資を

INVEST IN
ANSWERS

現状

©2020 Teradata
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創薬から開発初期の間の決定はデータ主導です。
決定は継続的に再検討できます。

候補薬XB425を外してからどの
が変化しましたか？

候補薬XB425を外してからどの
«データ»が変化しましたか？

© 2020 Teradata
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当社はラボの機材の能力を把握しているので、Covid-19についても明確に定義された分析能力を政府
に提供して検査を管理することができます。
また、新しい機材がどの程度必要であるか、どの機材なら不足を解消することができるかも理解してい
ます。

機器«ImScan..»は
どの程度使用されますか？

© 2020 Teradata
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開発

総合的な安全性

©2020 Teradata
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総合的な安全性

© 2020 Teradata

総合的な

安全性

公開データ
（競合の情報を含む）

Clinical-trials.gov

FDA AERS

DRUGS.com 

Post approval SAE

Clinical-Trials SAE

Pre-Clinical safety

Scientific 

Publications 

Social networks

RWD

当社の小さなパイロット

データソース間のヒント：
MedDRAと一般的なモデル
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副作用の発生率(MedDRA, System Organ Classes SoC)

※100％＝すべての副作用の総数

© 2020 Teradata

（Kogenateに関連する異なる公開ソースからのデータ）
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ソース ユーザーアナリティクス手法データ
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データ管理と
ガバナンス

導入

メタデータ

セキュリティと
コンプライアンス

データの動き

データ管理と
ガバナンス

導入

未
検

証

検
証

済
み

ランディング

標準化

共通のキー

抽出した値

共通サマリー

構造の最適化

共有ビュー

取得 統合 アクセス

ラボ サンドボックス

一時的

音声と動画

テキスト

ERP

マシンのログ

サプライチェーン

ソーシャルメディア

CRM

画像

革
新

的

実
用

的

処方的分析

予測的分析

診断的分析

記述的分析

クラウド/ハイブリッド/オンプレミス

使用取り込み 準備

運用 技術 ビジネス

セキュリティ 規制 品質

ツール

言語

サービス
総合的な安全性

ビュー

データサイエンティスト

自律型アプリケー
ション

データ/
ビジネスアナリスト

エグゼクティブ

統計学者/
保険計理人

顧客

パートナー

運用システム

エンジニア

©2020 Teradata
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• プロセスの短縮 – 応答と意思決定の加速

• 安全性プロファイルに関する優れたビューで新たな機会を活用（アウトプットの増加）

• 当局からの要求が減少（プロセス短縮とコスト削減）

• データ問題と規制関連問題のリスクが減少（コスト削減）

• 併用薬に関連する転用オプションを表示可能（アウトプットの増加）

• 患者の選択の最適化（コスト削減とプロセス短縮）

• 総合的で優れたビューが価格計算を改善（価格設定の改善）

ビジネスバリュー

©2020 Teradata

信頼性の向上
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開発

臨床

©2020 Teradata
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事業ドメインB

事業ドメインA

臨床データのストリームプール

データソース 主目的の分析
（生物統計学、プログラムのバージョン管理によるプ
ログラミング、SASデータセットとアウトプット）

二次目的の分析
（生物統計学、研究者としてのその他の使用者、

マーケティング、競合分析など…）

統合モデル（臨床データハブ、
DWHなど）

SASファイル
（SDTM準拠

その後
ADAM）

調整

SASデータ
セット

プログラム アウトプット

中央のラボ

その他（IVRS
など）

データレイクを超越

©2020 Teradata
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事業ドメインB

レガシーのデータ統合

データソース

二次目的の分析
（生物統計学、研究者としてのその他の使用者、

マーケティング、競合分析など…）

統合モデル（臨床データハブ、
DWHなど）

AI主導の
統合

（CDISCな
ど）

調整

データレイクを超越

CDISCの
会社A

CDISC以外

標準文書

プロトコル
レポート

SASプログ
ラム
…

以前のマッピ
ング

©2020 Teradata
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事業ドメインB

外部と内部の臨床試験データ

Data sources

二次目的の分析
（生物統計学、研究者としての他の使用者、マーケ

ティング、競合分析など…）

統合モデル（臨床データハブ
、DWHなど）

統合調整

一時的のまま維持
リンクを作成

CT.gov

WHO試験のイ
ンベントリ

….

….参照データ
Geoなど

カンパニー A-H

©2020 Teradata
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事業ドメインB

外部と内部の臨床試験データ

Data sources

二次目的の分析
（生物統計学、研究者としての他の使用者、マーケ

ティング、競合分析など…）

統合モデル（臨床データハブ
、DWHなど）

統合調整

一時的のまま維持
リンクを作成

CT.gov

WHO試験のイ
ンベントリ

….

….参照データ
Geoなど

©2020 Teradata
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事業ドメインB

外部と内部の臨床試験データ

Data sources

二次目的の分析
（生物統計学、研究者としての他の使用者、マーケ

ティング、競合分析など…）

統合モデル（臨床データハブ
、DWHなど）

統合調整

一時的のまま維持
リンクを作成

CT.gov

WHO試験のイ
ンベントリ

….

….参照データ
Geoなど

カンパニー A-H

カンパニーA
試験（フェーズⅠ-III）の実行が、最初の
計画に対して約700日遅れていることを

意味している

カンパニー A
試験（フェーズIII）の実行が、最初
の計画に対して約1000日遅れてい

ることを意味している

カンパニーH
試験（フェーズⅠ-III）の実行が、最初の
計画に対して約200日遅れていることを意

味している

©2020 Teradata
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ソース ユーザーアナリティクス手法データ
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データの動き
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ガバナンス

導入

未
検

証

検
証

済
み

ランディング

標準化

共通のキー

抽出した値

共通サマリー

構造最適化

共有ビュー

取得 統合 アクセス

ラボ サンドボックス

一時的

音声と動画

テキスト

ERP

マシンのログ

サプライチェーン

ソーシャルメディア

CRM

画像

革
新

的

実
用

的

クラウド/ハイブリッド/オンプレミス

使用取り込み 準備

運用 技術 ビジネス

セキュリティ 規制 品質

ツール

言語

サービスデータレイクを超越

データサイエンティスト

自律型アプリケー
ション

データ/
ビジネスアナリスト

エグゼクティブ

統計学者/
保険計理人

顧客

パートナー

運用システム

エンジニア

処方的分析

予測的分析

診断的分析

記述的分析

©2020 Teradata
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• プロセスの短縮 – 採用を加速

• 採用とサイト選択の優れたビュー（プロセスの短縮）

• 優れた臨床観察を効率的に実施（プロセスの短縮、コスト削減）

• ライセンスインする新たな医薬品候補が特定される可能性（アウトプットの増加）

• 当局からの問い合わせへの対応の加速（コスト削減、プロセスの短縮）

• FAIR実現の簡略化（アウトプットの増加）

• 特許権プールの労力削減（コスト削減）

• すべての試験にアクセスによることによる新しい洞察（コスト削減、アウトプットの増加）

ビジネスバリュー

©2020 Teradata
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これは研究チームからの質問で、薬剤とその効果をより詳細にモデル化（年齢階級など）することを目的
としています。
トランスレーショナルサイエンスの典型的な事例です。

すべての«薬剤»で第I相患者が示
す正常な肝臓の値は？

© 2020 Teradata
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開発とその後

RWD

©2020 Teradata
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従来の設定

RWEデータ A：社内モデル「ベンダーのファイルベース」

ランディング エンジニアリングとディストリビューション
（SASファイル、CSVなど）

社内の分析（特別）

Truven
Truven

Truven

Truven
Truven

OPTUM

Truven
Truven
GE

Truven
Truven
IMS

Truven
Truven

CPRD
CPRD

コホート1
CPRD

コホート2
CPRD

コホート
ｘ

IMS
コホート1

IMS
コホート2

IMS
コホート

ｘ

GE
コホート1

GE
コホート2

GE
コホート

ｘ

OPTUM
コホート1

OPTUM
コホート2

OPTUM
コホート

ｘ

TRUVEN
コホート1

TRUVEN
コホート2

TRUVEN
コホート

ｘ

Truven
Truven

Truven

Truven
Truven

OPTUM

Truven
Truven
GE

Truven
Truven
IMS

Truven
Truven

CPRD

©2020 Teradata

http://www.qlik.com/us/overlay/products-overlay?id=%7b0A2DD40E-BA11-4EE7-8AA1-5AFB5FDD22CD%7d
http://www.qlik.com/us/overlay/products-overlay?id=%7b0A2DD40E-BA11-4EE7-8AA1-5AFB5FDD22CD%7d
http://www.qlik.com/us/overlay/products-overlay?id=%7b0A2DD40E-BA11-4EE7-8AA1-5AFB5FDD22CD%7d
http://www.qlik.com/us/overlay/products-overlay?id=%7b0A2DD40E-BA11-4EE7-8AA1-5AFB5FDD22CD%7d
http://www.qlik.com/us/overlay/products-overlay?id=%7b0A2DD40E-BA11-4EE7-8AA1-5AFB5FDD22CD%7d
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関係するLSDM /CDISC/BRIDG

RWEデータ D：LSDM-CDISC-BRIDGモデル「LSDMベース」

ランディング LDM統合 社内の分析（特別）

Truven
Truven

Truven

Truven
Truven

OPTUM

Truven
Truven
GE

Truven
Truven
IMS

Truven
Truven

CPRD

Truven
Truven

Truven

Truven
Truven

OPTUM

Truven
Truven
GE

Truven
Truven
IMS

Truven
Truven

CPRD

OMOPのビュー

ベンダーのビュー

CDISCのビュー

内部のビュー

OMOPを超越

©2020 Teradata

http://www.qlik.com/us/overlay/products-overlay?id=%7b0A2DD40E-BA11-4EE7-8AA1-5AFB5FDD22CD%7d
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構造最適化

共有ビュー

取得 統合 アクセス

ラボ サンドボックス

一時的

音声と動画

テキスト

ERP

マシンのログ

サプライチェーン

ソーシャルメディア

CRM

画像

革
新

的

実
用

的

処方的分析

予測的分析

診断的分析

記述的分析

クラウド/ハイブリッド/オンプレミス

使用取り込み 準備

運用 技術 ビジネス

セキュリティ 規制 品質

ツール

言語

サービス
OMOPを超越

データサイエンティスト

自律型アプリケー
ション

データ/
ビジネスアナリスト

エグゼクティブ

統計学者/
保険計理人

顧客

パートナー

運用システム

エンジニア

©2020 Teradata



37

• プロセスの短縮 – RWEの加速、試験の頻度増加と時間短縮

• より適切に構成された患者の母集団によって脱落が減少（プロセスの短縮、コスト削減）

• 新しい効能のRSP。治療の組み合わせ（アウトプットの増加）

• 安全性リスク評価の改善（コスト削減、プロセス短縮)

• 当局からの問い合わせへの対応の加速（コスト削減、プロセス短縮）

• 「仮想」試験の簡略化と頻度の増加（コスト削減、プロセス短縮）

ビジネスバリュー

©2020 Teradata
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1年あたりの削減額

概要

1 m
ライセンス
管理の改善

15.5 m
適切な選択で予測される

年間のコスト削減額

1.5 m
公開されたデータの

効率的な統合

1 m
商用RWEの

統合

2 m
拡張可能な単一のイ
ンフラストラクチャ

2 m
新しいデータタイプを

処理できる
拡張可能なシステム

2 m
オンデマンドで
新しい分析を処

理する機能

3 m
既存の内部データ統合

（統合により再利用が可能に）

（データラボとビュー）

3 m
法律面にはシステム1つのみと

物理ハイブリッドプラット
フォーム

©2020 Teradata
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現実的なシナリオを作成するには、このような質問にすぐに答えられるようにするかすぐに確認できる
ようにする必要があります。（モデル）

試験の参加者に共通の併用薬と
合併症は何ですか？

© 2020 Teradata
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テ ラ デ ー タ の 会 社 概 要

社 名： Teradata Corporation
代 表 者 ： 社長兼CEO

Steve McMillan     

本 社： 米国カリフォルニア州サンディエゴ
顧 客 数 ： 1,400社以上
事業展開： 75ヵ国以上
従業員数： 8,500人以上
パートナー：100社以上

テラデータが提供するソリューション

Teradata Vantage
DWH、データレイクを統合し、すべでのデータを分析することを可能とするデータ分析基盤ソフトウェア

Teradata Consulting
データとアナリティクスを活用し、ビジネス課題を解決する「答え」を提供するコンサルティングサービス

社 名： 日本テラデータ株式会社
代 表 者： 代表取締役社長

髙橋 倫二

本 社： 東京都港区赤坂2-23-1
アークヒルズ フロントタワー

支 社： 大阪、名古屋、福岡
設 立： 2007年（平成19年）4月20日

データ分析基盤ソフトウェアのリーディング・
プロバイダー
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Thank you.
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Thank you.
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